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砂漠化対処領域
乾燥地の自然環境特性の解明
及び砂漠化と気候変動への適
応・緩和策の開発
●砂漠化面積のモニタリング手法と
乾燥地自然災害の評価・診断方法
の確立 

●風食・ダスト発生メカニズムの解
明と早期警報システムの開発 

●乾燥地における植物の生態学と生
態系の修復 

●植物共生微生物の生態と機能の解明、及び環境修復への利用 
●陸域生態系における温室効果ガスフラックスの変動メカニズム解明及び
気候変動影響評価

研究領域
乾燥地農業領域
乾燥地における持続的農業生
産技術及び生物資源の開発
●植物の乾燥地関連ストレス応答の
生理・分子機構の解明とその知見
の農地回復への応用 

●乾燥地関連ストレス応答性遺伝子
の探索・機能解析と遺伝子組換え
やゲノム編集技術による耐性作物
の創生 

●近縁野生植物の遺伝子利用及び染色体操作による乾燥耐性作物系統の創生 
●農地の土壌劣化の数値予測と予防・修復技術の開発 
●ウォーターハーベスティングと節水灌漑技術の開発

気候変動対応領域
砂漠化対処及び乾燥地農業に
おける気候変動対策の開発

●気候変動対応型の持続可能な土地
管理（SLM）の開発 

●「土地の劣化が中立的な世界（LDNW）」
に関する総合的研究 

●干ばつ対処に向けた農業気象情報
システムの開発 

●気候変動対応型農業に関する総合
的研究 

●気候変動への対応に向けた国際協力及び社会経済に関する研究

乾燥地植物資源バンク室
乾燥地の食用作物および資源
植物の収集・保存・条件整備
による研究支援
●乾燥地由来の資源植物の収集、増
殖、提供

●乾燥地植物に関する情報の収集と
データベース化

●植物利用に関連する条約および法
律への対応

砂漠化地域における地球温暖化の草原生態系への影響とその対応に関する研究
地球温暖化の進行とともに、我が国において大雨や猛暑日といった極端気象現象が増加し
ているように、乾燥地においても熱波、干ばつが頻発し、食糧不足などの生活を直撃する影
響が生じています。乾燥地研究センターでは、砂漠化といった気候変動の草原生態系への影
響とその原因の解明、将来気候データを利用した草原生態系の変化の予測、気候変動下の
持続的な牧畜生産にむけた適応策、生態系の修復法の開発といった研究を行っています。

アリドドーム
英語で乾燥地を表す「Arid Land」
のドームということでアリドドーム
と呼んでいます。ドーム型のガラス
温室で、現地情報に基づいて乾燥地
のシミュレーション実験を行う大型
の人工環境制御施設です。

全天候型乾燥地土壌侵食動態
三次元解析システム

ダストモニタリング
ステーション
（モンゴル・ツォクトオボー）

乾燥地学術標本展示室
（ミニ砂漠博物館）

乾燥地の土壌劣化の原
因となる表土侵食防止
を目的とする研究に用
います。降雨シミュレー
ションシステム、傾斜
土壌システムおよび水
食動態計測解析システ
ムから構成され、乾燥
地土壌の浸食動態を三
次元に解析します。

モンゴルに設置している実験設備の１つです。地表
面から舞い上がる黄砂の濃度や気象要素を測定しま
す。どのような地表面状態で黄砂が舞い上がるのか
がわかります。

乾燥地について、模型・映像・パネル等を用いて紹介するミニ博
物館です。砂漠化プロセス及び乾燥地農業、緑化技術の紹介、現
地調査などで収集した資料、標本などを展示しています。休日に
一般に公開しています。

デザートシミュレーター
高温、低温乾燥環境を再
現できる設備で、亜熱帯
砂漠・冷涼帯砂漠を対象
とした持続的植物生産シ
ステムの開発および土壌
管理技術の研究開発を行
います。

深刻化する地球温暖化影響

乾燥地に暮らす人々の
生活を直撃!
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